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知 覚 と 統 覚 く吻
岡 村 信 孝
6 . 自我 と世界
くその 21 時間と統覚
では , 時間と統覚の統 一 と の 関係に つ い て は どうであろうか o こ れを考えるため に, 先
ずカ ン トが 時間をどの ように捉えて い るかを見るこ とから始めよう.
Sl カン トの 時間理解
カ ン トは時間に つ い て論ずる に際して1 先ずそ の経験的規定を取り上げる ことから始め
る . そ の 中でも特に同時性と継起に注目する or時間の 観念は感覚から生ずるもの ではなく,
むしろ感覚によ っ て前提とされて い るo と い う の は, 感覚 の うちに入 っ てくるもの は, そ
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れ が 同時に存在するにせ よ, ある い は継起的に存在するにせよ1 時間の 観念による以外の
ul
仕方では, 表象されえな い か らである. J r時間は何らか の 経験か ら引き出される経験的概
念ではな い o と い う の は, も し時間の表象がア . プ リ オリ に根砥に存するこ とがな い と し
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た ら, 同時存在や継起ですら, 知覚される こ とがな い であろうか ら. J カ ン トは こ こ で, 時
間が知覚乃至経験 に先立 つ ア ー ブ リ オリな表象であると主張 し, こ の 時間表象によ っ て可
能とされる経験的時間規定 く知覚は それを伴うl として , 特に同時性と継起とを挙げて い
るo そ して , 何故カ ン ト が様 々 な経験的時間規定く例えば rす で にJくs cho nI, rまだJくn ochJ
等々もそれであるj の 中で, 特に 上の 二 つ を取り上げたかと言えば, そ れは F純粋理性批
仰
判A から の 上の 引f削こ続く 箇所でカ ン トの 述 べ て い る よう に , こ の 二 つ の 時間規定が様 々
な現象の 間の 時間関係を表わし , 従 っ て我 々 の 経験にと っ てすで に形式として機能して い
る からに外ならな い o r彼はま だ釆て い な い J くErist noch nichtda.Jと言うとき, こ れ が
話さ れて い る時と彼の 到着 くそれが起るとしてl とは こ とさら時間的関係に於て述 べ られ
て い ない o それ に対して , 同時性と継起とは , 明確 に現象相互の 関係に つ い て述 べ て い る o
の み ならずそれは , 如何なる現象もこ の 二 つ の 時間関係の い ずれ か に於て相互 に結 び つ い
t4J
て い る と いう仕方で - 現象に対して 一 般性をも っ て い る o
第二 に , 上 の引用箇所に 己 に 表われて い るが, 時間 が ア . プ リ オ り な表象く即 ち, 経験 一
知覚 に先立 つ 表象j である とは, 同時にそれがあら ゆ る経験 . 知覚の 根祇にくzu m Gr u ndel
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あ っ て , そ れ らを支えて い る必然的表象であるこ とを意味して い るo 時間 の表象がなけれ
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ば, 一 切 の経験 . 知鴬が不可能であり, こ の意味で時間の 表象は経験 . 知覚にと っ て 必然
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的表象で あり , の み ならずそれは これ ら の経験 . 知覚 の根砥 にあるもの と して, それ らか
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ら, そしてそれらが伴 っ て い るその 時 々 の経験的時間規定から区別さ れて い る . に の 区別
が 一 体何を意味するか , 換言すれば, 時間の 表象の根源性を我々 は如何に理解すべ きか に
つ い て は, こ こ で はまだ述 べ る こ とが できな い o1
第三に, 時間は カ ン トに於て, 無限 の連続量として理解され て い る o r時間 の観念は個別
的であり , 頬白勺ではな い . と い うの は, 如何なる時間も, 測る こ と の できな い 一 に して同
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じ時間の 部分 として の み 考えられうるからである .J r時間は連続量であり, こ の世界に 生
く7J
ずる 一 切 の 変化がも つ 連続性の 法則の根源であるoJ r時間 の 無限性が意味する と こ ろは,
あらゆ る限定された 時間は根砥に存する唯 一 の 時間 の制限によ っ て の み可能であると い う
側
こ と に外ならな い oJ r存在するもの がそれに続くもの へ と連続的に推移する こ とを可能に
別
して い る ア . プ リ オ リな感性的制約を時間が含ん で い る の と 同様に . . . . . .J - こ れらの 箇
所から解 るように, カ ン トに と っ て, 時間とは先ず連続量で あり, 従 っ て それは単純な部
く10J
分 へ と分割する こ と が で きず, それ放 それは単純な部分が全体 に先立 つ と い う仕方で成立
するの で はなく, む しろ連続的全体が先立ち, 部分 くそれ自身も又連続量であり, 従 っ て
更に分割可能なの であるが1はた だそれ の r葡J 限JくEins chranku ngIによ っ て の み成立 しう
日uil巳
る o 上 の テク ス トに於ては, 時間 の こ の 連統性に加えて , そ の無限性が主張されて い る .
こ のような連続量としての 時間に つ い て, カ ン トは更に, そ れが 一 つ の 次元 しかもたな
い こ とを主張する o r時間はただ 一 つ の 次元しかもたな い o 異なる時間は同時にあるの では
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なく, 継起的にあるくそれ に対して, 異なる空間は継起的にではなく, 同時にある1oJ r時
間は た だ 一 つ の 次 元 しかもた な い が, しかし時間によ っ て測られる現実存在は二 つ の 次元
u31
をも っ て い る oJ
以上まとめる と, カ ン トに於ては, 時間は第 一 に そ の 経験的規定に於て捉えられ, 第 二
に時間は これらの経験的規定の根砥にあ っ て , それ らを可能にして い る根源的時間と して
捉えられ, 黄後 にそれ は 一 次元 の 無限の 連続畳と して捉えられ る. で は こ れ ら の 時間理解
は 一 体 どの よう に連関して い る の であろうか o
先ず, 第三 の 時間理解に於て , 同時性と継起と いう経験的時間規定が現われて い る の で ,
こ こ に含まれて い る問題に つ い て簡単に触れておく必要があろうo 上 の 文章でカ ン トが ,
もの の現実存在がも つ 時間の次元に 二 つ あるく即ち同時性と継起lと言う とき, こ れ は我々
が上に明らか に した意味で理解きれる必要がある o 即ち, 時間を現象相互の 関係を示 す形
式として捉える とき, こ の 形式 に 同時と継起と い う 二 つ の 形式があり, こ の 両者は 一 方を
他方に遭元する こ と の で きな い 基本的なもの であるo こ の 意味で, カ ン トの 言うように ,
現象の現実存在は時間に関して二 つ の 次元をも つ と言える o しか し問題は, 時間 の こ の よ
うな経験的規定か ら, どの ように して時間の 本質的規定を取り出すかに ある o こ の た め に
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カ ン トは時間が部分を含む と いう点を取り上げる o そして こ の 観点から , 同時と継起と い
う経験的時間規定の うち, 継起の 方が時間にと っ て , よ り本質的であると いう帰結を導き
出そうとする o 即ち, ニ つ の 時間境定の うち, 同時性は単に現象の 間の 時間関係を表現す
■ t
る にすぎず, 時間その もの は こ の場合, r同時Jと い う表現に表われて い るように , 同 一 で
あるo そ れに対して , 継起 の場合には, 単に現象が区別され て, こ の 関係に置か れて い る
と い うにと どまらず, 時間その もの が - と他と いう仕方で互 い に区別され, こ のように区
別きれ た時間の 間に継起と いう関係が本質的関係と して認め られ て い るo こ の 意味で, 我 々
■ ■ ■ ■
は カ ン トとともに, 継起を単なる現象の 間の 時間関係として だけでなく, 時間そ のも の に
含まれ る何か本質的な関係として捉える ことができるであろうo
と こ ろでカ ン トは, こ の ように継起として捉えられる時間を, 直ちに又連続量としても
捉えようとする o の み ならず彼は逆に , 連続量として捉えられ る時間のうちに, その まま
継起を持ち込もうとする o こ のう ち第 一 の 点 に つ い て は , 例えば F純粋理性批判A の 感性
論に於て , 継起から連続量 - の移行 が自明 の こ ととして行われて い る点に窺われ , 他方後
者に つ い て は, 純粋悟性概念の 図式を論じた節で, 量 の カテ ゴリ ー に 対応して, r時間その
u41
もの J の r産出Jくerze uge nlが語 られ て い るが, そ の際 こ の ように産出される時間が r時間
u5i
列JくZeitreiheJとして捉えられて い るo 即 ち, カ ン トは こ こ で, 量の カテ ゴリ ー に対応して,
時間が連続量として産出され る ことを述 べ なが ら, こ の 時間を, 継起を含むもの として,
始めから r列JくReiheJとして捉えて い る の であるo
しか るに, まさに こ の 点 に於て, カ ン トの 時間理解の不透明な面が露呈する . 確かに我 々
は, 現象か ら時間に限を転ずるとき, そ こ に継起を認め るとともに, こ の 継起を通して,
時間が量として, しかも根本的には連続量と して形成きれるこ とに気づくであろうo こ の
意味で, 我 々 の 時間経験に於て は, 継起と連続量とは確か に 一 体 の もの として感じられる o
しか し, こ の こ とは, 継起 の概念と連続量の 概念とが根本的に異なると いう こ とを否定す
るもの で はな い o 継起は単に異なる時間相互の 関係に つ い て述 べ て い る の みであ っ て, こ
の 関係に置か れて い るもの がそれぞれ量として与えられて い るか どうかに つ い て, 更には,
こ れ ら の時間から合成され る時間の 全体が量と して形成され るか どうかに つ い て は, そ れ
は何事も語 っ て い な い からであるo 確 か に 我々 は現象を相互に区別し, それらを継起と い
う関係に於て見るとき, こ れ ら の現象が継起と いう関係に 於て, 数 く従 っ て又そ の 限りで
の 量l をもつ こ とを認めるであろうo しかし, こ れ は決して , こ れ ら の 現象にそれぞれ属
して い る時間, 並び に こ れらの 時間から構成される時間全体が 一 つ の 量 である こと, 況ん
やそれが連続量として形成され る こ とを, 直ち に 意味するもの では な い o 連続量として の
時間の 形成の根源を我々 は継起の概念とは全く別の と こ ろ に 求めなければ ならな い の であ
る o
事態は従 っ て, む し ろ次 の よう に表わさ れる べ き であろう o 先ず第 一 に , カ ン トの 言う
ように , 何 か r唯 一 の 時間J くEin e einigeZeitlと でも呼ぶ べ き時間が根杷に横た わ っ て い
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るo 第 二 に, こ の 時間その もの を根祇と して, 我 々 の 経験のう.ち に, 様 々 の 経験的時間規
定が現われる o 第三に, 我 々 が こ れらの 経験に於て現象か ら時間 へ と目を転ずるとき, 諸 々
の 経験的時間規定の 中で , 特 に継起が時間の 形成に直接か かわ っ て い る何か本質的な時間
規定として, 我 々 に経験される o そして最後に, 諸 々 の 継起を内に包み ながら, 時間が絶
えず連続量として形成され る ことを我々 は意識するo
こ の ような時間の 形成 - それはあらゆる経験的的間規定の根砥に於て行われて い るの
であるが - から見るとき, 我 々 はカ ン トとともに次 の ように言う こ とができるであろう.
rそれ故時間は, 感性界の 無条件に第 一 の 形式的原理であるo と い う の は , 同時ある い は
■ ■ ■ 暮 . . . . .
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■継起 と い う関係に置か れる こ となしに は, 従 っ て唯 一 の 時間 の推移 に, い は ば巻き込まれ,
一 定 の 場所に於て互 い に関係するこ となしには, 如何なる可感的なもの も考えられえな い
からである o こ の よう にして, こ の概念によ っ て, 即ち凡て の 感性的なもの に と っ て最も
根本的である時間の概念によ っ て, それ自身は決して他の もの の部分である こ と の ない 形
u6J式的全体, 即ち現象と しての世界が , 必然的に生ずるの であるo J
以上によ っ て, カ ン トの 時間理解に従う限り, 我 々 が 時間を論ずる場合 , 何よりも先ず,
継起及び連続量とLての 時間の 形成に分析の 主題を置く べ きこ とが示 されたであろう. 先
ず, 継起 の概念を分析するこ とから着手しようo
喜2 r継起J の分析
上 に述 べ たように, カ ン トに於て時間は, 何よりも先ずr継軌くAufeinande rfolgeJと し
て捉えられて い るo そして こ れは何もカ ン トに の み見られ る特異な時間理解では なく , 例
えば フ ッ サ ー ル の F内的時間意識の現象割 に於ても, そ の諭究の 出発点に置かれ て い る
u71
基本的時間理解である o 実際, 我々 は至ると こ ろで, 現在と過去 く更に未剰 を区別し,
そ こ に継起を意識するo 例えば, 私は今机に向 っ て筆をと っ て い る o し かし先程は通りを
歩 い て い た o こ の 二 つ の事態は継起と い う関係に置かれてお り, そ れ が 今JくjetztJと r5t
軌くv orhinJと いう時間規定の 対比によ っ て表現され て い る o こ の ように, 時間は何よりも
先ず, 例えば r今J と r5t 軌との 対比を通して, 継起 として意識され る. 勿論 こ の 場合,
r今J にしろ r5t軌 にしろ, それ ぞれ時間規定であ っ て, 従 っ て例えば今机に 向 っ て筆
をと っ て い る と い う行為に 於て , 直接時間が経験され る こ とを否定するこ とはできな い o
r今J と い う時間規定は , こ の行為の 時間性を, そ れだ けで直接表現して い る の である .
しか し他方では, 上 の 行勧 こ時間性を認め て, r今Jと い う表現を与える ときに は, い つ で
も こ の r今J は, 何ら か の 仕方で, 今 で な い 時間 く例えば r先 軌 と い う時剛 に結 び つ
けられ , そ れと の対比 の 上で , 始め てr今Jと して捉えられて い る. こ の 意味で我 々 はr今J
と い う時間規定を, 独 立 の 時間規定として捉える こ とは で きな い o r今Jは それ以外の 時間
り8I
へ の 関係に於てt 従 っ て r継 軌 に於て, 始めて時間規定たりうる の であるo
4
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こ の ように 時間は何よりも先ず継起として我々 に意識される. 継起 の 中で始めて, r今J
とか r先程J とか い う規定も時間規定と い う意味をも っ てくる の である o それ故我々は,
時間の概念を分析しようとする場合に は, 先ず継起に照 準を合わせ, その 概念をできるだ
け立ち入 っ て 分析して み る必要が あるo
■ t ■ ■
そ こ で, 継起を 一 般 に rA それから BJtA u nd da n nBlと い う形で捉えてお こうo と
いう の は , r先程 一 今Jと い う形で の継起は , あくまで継起の
一 つ の 形であるにすぎず, 継
起を 一 般的な形で捉えたもの ではな い からである . の み な らず, r先程 A, 今 BJくv o rhin A,
jetzt別 と いう形で の 継起に於ては , 時間は今 と い う特殊 な視点から見られて い るが, こ の
r今JくBIはや がて r先軌 くBト と変様するから, その 内容くB枇 関して, 我々 は
r今J に
特別の 意味を与えるこ とはできな い o む しろ我 々 は r今J が ど こ に置かれようと, 上の変
様を通して, 継起を意識するの であり, 従 っ て我 々 は r今J と い う特別の 視点を離れて,
継起を 一 般 に rそしてそれか らJくund dan nlと い う仕方で捉えておく必要があるの であるo
更に, 継起と い う関係その もの を主題的に 問題としようとする場合には, 我 々 は こ の
rA
それか ら BJ くA u nd da n nBlと い う関係に於て, A 及び B の現実存在を, 予め時間的な
もの として捉 えて しま っ てはならな い o 確か に A と B は, 例えば r先程
一 今J と いう仕方
で, それ ぞれ 時間的存在と して捉えられて い る o しか し, こ の Aや B の 時間性は継起の概
念に と っ て は本質的なこ とで はない . と い うの は, 継起 の概念は, まさ に A と B と が継起
■ t
と い う関係にある こ と の み を述 べ ており , A と B とがそれ ぞれ ど のような仕方で存在する
か に つ い て は, 一 切 触れて い な い からである .
で は, こ の ように純粋に 関係として捉えられた継起は ,
一 体 どの ような意味で時間規定
と言えるの であろうか o こ の 問題を考えるに当 っ て, 我 々 は更に次 の ような明確な限定を
加えておく必要があろう.
通常我々 は , A から B へ の 継起を考える場合, A とB の 現実存在をそれぞれ時間的なも
の として認め て い るだけで はなく, 更に A とB と の 間に何らか の 時間の 推移をも認めて
い る o しか しこ れは, 継起 の 概念を純化した 形で考えようとする場合には, 排除しておか
なければならな い 想定で あるo と い うの は, こ の 場合に は, A か ら B へ の継起を認めるだ
けで はなく, より厳密には , そ こ に介在して い るもの くそれ を a としておく1 を挿入し,
A から a, a か ら B へ の 継起を認める べ きで あり, 従 っ て継起の概念をその最も純化され た
形で考えるため には, 我 々 は相継起する二 つ の 現 象の 間に , 理論的に 言 っ て, 如何なる時
間の推移も認め る べ き で はな い か ら であるo
で は , こ の よう に A か ら B へ の 継起を直接的なもの と認め た上で , こ の継起が
一 体如何
なる意味 で時間規定たりうるかを吟味して み ようo
■ ■ ■ ■
rA それか ら BJ 仏 u nd da nn Blと いう形 で 継起を考える とき, 継起 が時間規定で あ
る こ とは自明 の こ との よう に 見える o と いう の は , 上の 直接性を認 め た上 で ある が , 上 の
t ■ t ■
表現 は次 の ような形 に翻訳 可能 であるから で ある o 即 ち,
rA が ある とき B はま だ なく , B
5
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がある とき, A は最早 な い JくW enn A ist, da m nist B n och m
.
cht芸 W e n nB ist, damn istA
m
.
cht m ehr. に こ で rまだ な い Jくnoch nichtl, r最早 ない J くnicht m ehrJは明 らかに時間
規定であろうo こ れ は さしあたり疑問の余地がな い ように見える o
空間 の場合, 例えば A が B の 前くBが A の 後Hこあるとして み ると, こ の場合, A と B
の 存在を単に空間に於てあるもの と して捉えて い る限りでは, 我 々 は こ こ に い か なる時間
書 ■ ■ ■ ■ ■
規定を潜り込ませ る こ とも許されな い . 即ち, rA がある とき, そ の とき B は . . . .- . .JくWe n n
■ ■ ■ ■ t t
A ist, da m n,istB. . . . . .I, あ る い は rB があるとき, そ の とき A は . . . . . .JくWen nB ist, da m n
ist A. . - . .Jと いう仕方で, 事態を表現する こ とは適当では な い の であるo 我 々 が できる の
■ ■ ■ ■ .
■ ■ ■ ■ t
は, た だ rA に於ては B はなく, B に於て は A は な いJ Un A ist B nichtiin B ist A
nichり と い う仕方で , A と B とが異る位置を占める こ とを表現し, そ れに加えて, A が B
の前に , B が A の後 にある, と表現するしかな い o こ う い う仕方で始めて A と B と は, 空
間的な意味で, 前後 と いう r机 くReibeIに於て , 厳密な形で把握される の である. こ こ に
は 一 切 の 時間規定が排除されて い る.
空間的列の こう い う厳密な把握の基礎の 上で, 我 々 は更にそれ に時間裁定を加える こと
もできるo こ の ときAとB の 現実存在は時間的にも捉えられ, 空間的に は前後くn achein -
anderlの関係にありながら, 時間的には同時くz ugleichJの 関係にある ことが認め られる .
こ れに対して, 継起に於ては , A 及 び B の 存在は同時と いう関係にはなく, まさに時間
的な意味で, 前後 の 関係にある . 即ち, 同じく r前 乳 くn a cheina nde rlと言 っ ても, 継起
が含んで い るそれは空間の場合の それ とは基本的に異なり, 従 っ てそれが端的に時間規定
である こ とを, 我 々 は認め ぎるをえな いように見える .
しかし, 果して本当にそうであろうか . こ れを考える ため に, こ こ で r礼 くReiheJの 概
念を取 り上げ, それを当面の必要の範囲内で分析してみようo
先程, 空間的意味での r前 乳 と時間的意味での r前 乳 く継掛 とをと り上げたが, こ
れ らは い ずれも r礼 の具体的例であるo その 他 の例として, 我 々 は例えば , 空間に関し
ては, 上下 の 列, 左右 の 列, ある い は時間空間以外では, 因果の 列, 根拠と帰結の列 例
えば公理と定理のラ耶, 更には数列をもこれ に加えるこ とができるo こ れらの様々 な列を貫
い て, 我 々 は列 一 般 の本質的窺定として, 何を取り出すこ とができるであろうか .
先ず, r 礼 と言う以上, そ こ には複数の項が, の み ならず 抄 くとも可能的にはl 最低
三 つ の 項が認め られる o そ こ で こ の 三項を A, B, C とし, こ の順 に列を成して い る として
みよう o すると, 先ず第 一 に , B の A に対する関係は , A の B に対する関係と逆でありくB
と C とに つ い ても同樹 , か つ B の A に対する関係は, C の B に対する関係と同じである.
こ の 関係を我々 は 一 般 に, 言葉の 最も広 い 意味で r前 乳 くNa chein a nderIの 関係として捉
える ことができるで あろうo A は B の, B は C の 前にあり, 逆に B は A の , C は B の 後
に ある の である o
次 に , こ の場合, 勿論 A, B, C の 三 つ はそれ ぞれ興るもの としてく換言すれば , 列 に於て
6
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異なる位置を占め るもの と してl, 互 い に区別されて い るo こ の 区別がなけれ
ば, 列そ の も
の が始めか ら不可能とな っ てしまうだ ろう. こ の 区別を我 々 は次の ように表現する
ことが
4 t I . .
. . . . . . A 4 4 t
でき る. rA に於ては B と Cはなく, B に於ては A と C はなく, C に於て は
A と B はな
い J Un A sind B u nd Cnicht, in B sind Aund Cnicht u nd in C si
ndA u nd Bnichり
以上, 二点をまとめて, 我 々 は次の ように言う ことがで きるであろうo 各項は先ず
互 い
■ ■ ■ ■ ■
に区別された上で, 言葉 の最も広 い 意味で 鳩 後J の 関係に於て捉えられて
い る, と o こ
■ ■
れ が r列J の 一 般的概念である o
しかる に, r51jJの概念が種別化するの は, 上に挙げ が
Ijcl概念の 二面の うち第二 の 面が,
即 ち 偶 乳 の 関係 が, 種別化するこ とによ っ てである o そして こ の 点に於て, 種別化
の原理となるもの が登場する . 例えば上の 例で言えば, 時軌 空間 くただし知覚的に構造
化された空間l, 産出, 推理, 量が それであるo と こ ろで, こ の うち推理を除
い た他の 四 つ
は, 純粋に論 劉勺なもの の 領域の外に ある o 即 ち, 論理 の 機肯絶 , その 最も純化され
た形
で考えれば, そ れは推理 と いう形で の 前後関鼠 胤 を形成する ことに認められく無論
こ
u91
こ に が 礼 一 般 の概念の 構成と いう機能が前提として含まれ て い るl, それ以外
の列を形
成する際の 原理とな っ て い る空間そ の他 の 表象
. 概念は , こ の論理的機能に遷元できな い
も の として, そ の 成立 の 根拠を我々 は論理 とは全く別の と ころ に求めなければならな
い の
で あるo
従 っ て, 我 々 は 胤 の具体的形成を論ずる場合,
一 般的には, 次の 二 つ の 面を区別す
る必要がある. 先ず, 胤 一 般 の概念を構成して い る純粋に論理的な機能が根砥に働
い て
い るo しかし第二 に, それ とは別に , 論理的機能に遼元 できな
い全く独自の 基礎がそこに
横たわ っ て い るo い ま空間の 場合に つ い て こ れを見てみる と, 次
のようになるであろう o
第 一 に, 何よりも先ず, 列の 形成に先立 っ て, 空間が根源的に与えられ
て い るo しかも
こ の 場合, 空間の こ の 根源的所与性に, 我々 は次 の 二面を区別する必要があるo 先ず, そ
こ には多様が共在して い る. しかし, これだけでは空間の所与性を捉えた ことにはなら
な
い o と いう の は, 多様 の共在は空間以外にも色々 と可能だか らであるo 従
っ て , 多様 の 与
ぇられ方が問題となるが, それを我 々 はさ しあたり
r空間に於てJくim Ra u mlと同語反復
的にしか表現する ことがで きな い であろうo こ の 意味でも, 空間は我
々 にと っ て何か根源
的な所与である. しかし, 少くとも次の こ とだけは言える o 即 ち, 多様は空間に於
て, そ
こ で の 列の 形成を可能とするような仕方で我々 に 与えられる, とo
と こ ろで, 空間に於る列の 形成が具体的に ど こで為されるか と考えてみると ,
そ れは何
よりも先ず知覚 に於てなされる o 従 っ て我 々 は, 知覚の 根砥に於て空間が, そしてそれ
の
含む多様が , 列 の具体的形成 へ と向 っ て, 予め何らか の 仕方で構造化されて我
々 に 与えら
れ て い る, と考え ぎるをえな い o
しか る に , こ の よう に空間がそ の根本形式として機能し て い る知覚と
い う場は, 同時 に
時間がそ の 根本形式として機能して い る場でもある o こ の た め , 知覚 に於て与えられる
-
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切 の もの は, それが知常に於る所与である限りは , 同時に時間の 観点からも把握される o
そして こ こ に 剛劉生の 概念の 根本的成立が認め られる o 即ち, 空間 が 含む多様は, あら ゆ
t ■ ■
る 空間的列の形 成に先立 っ て , 従 っ て 比較に先立 っ て, こ の 意味で根源的に , 同時性に於
て把握され , 直観されて い るo
しかし こ こ で は多様はまだ列の うち へ と置かれ て い な い o 列 の うちに置かれるため には,
何よりも先ず, こ の 多様が くそれは上に述べ たように, 予め構造化された空間に於て , 同
時性とともに根源的に 与えられ て い るIその 根源的所与性を越えて , 先ず互 い に区別され,
そ の上で, 所与の 空間に於て結合され なけれ ばなら な い o
と こ ろで, こ の 過程全体の うち, 空間の 構造的所与性に つ い て は , 上 に 見たように, そ
れは純粋に論理的な機能に還元 できな い 我 々 の知覚の 根本的事実であ っ た. た だ, こ の空
間の も つ 構造が どの ようなもの であるか は, 列 の形成を通して , 我々 に始め て明らか にな
るo まさに こ の ように , 列 の 形成を通して , 空間 の構造を我 々 に見えるようにすると こ ろ
の もの , それが我々 の悟性の論理的機能に外ならな い o そ れ は何よりも先ず, 空間の構造
■ ■
的所与性を前提として, そ こ で与えられる多様を区別する働きの うちに, そ L て更に こ の
多様の全体を 一 定 の列 の うち へ と結合して把握する働きのう ちに認め られるo
こ のように , 空間的列の 形成に於て は, 次 の 三 つ の もの が基本的なもの として働 い て い
る oくい 空間の 根源的所与性, そ の構造化 く2l 時軌 はI 区別し結合すると いう悟性の機能o
こ のうち空間的列の 形成に と っ て本質的意味をも つ の は , 空間 の先行的構造化と悟性の 機
能とで ある o こ れ らは い ずれ も空間的列の形成にと っ て は欠く こと の で きな い もの であるo
なぜならば, 空間の 所与性, そ の先行的構造化だ けで は, 列の 特殊化の ため の 条件が与え
られて い る だけであ っ て , 列その も の はまだ形成きれ て い な い し, 逆に悟性の 上記の機能
だけでは , 多様 の 区別と結合と い う抽象的概念しか生じず, こ の 多様が 一 般 に 列を成すこ
と, 況んや その 列が具体的に如何なる列であるか は, そ こ には示され て い か 1か らで あるo
従 っ て我 々 は , 列 の 形成の十 分条件と して , 悟性 の純粋 に論理的機能の ほか に, 空間な
り時間なりが根源的に与えられて い る こ と, しかも何らかの 形で構造化されて与えられて
い る こ と, こ の こ とを必要として い る . と こ ろで , 上 に見たように, 空間的列の 形成に於
■ ■ ■
て は, 時間は確かに , 列 に置かれ る多様が同時に存在して い ると い う仕方で, 根源的に 与
えられては い るが, 時間その もの は まだ列として形成され ては い な い o そ れ に 対して, 継
起が経験され るときには, 事情は 一 変する. 即 ち, 同時性に於ては, 時間そ の もの は 傾
く2巾J
対的統-lくabs olute Einheitl と して, 一 切 の 多様を排除して - こ の 意味で, 多様 の 統 一
として の 時間はむ しろ否定さ れて い る - い はば否定的に我 々 に与えられて い るにすぎな
い が, そ れ に対して継起に於ては, 時間は多様を, 時間そ の も の が含む多様と して , 我 々
t2り
の 前 に 唱 示Jくdarbietenl し て い る. そして, こ の 多様の 呈示 が 一 定の 構造をも つ こ とは .
継起と いう列の形成を通して示きれ るo 即 ち, 時間の 根源 的所与性に含まれる多様が , 我 々
ほ2J
の 悟性の 働きによ っ て r区 札 Cunterscheide nJ され , r結飢 される こ と によ っ て , そ こ
8
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に継起と い う列を生じ, そ れを通して, 時間のも つ 先行的構造が我々 に 見えるように なる
の である o
従 っ て , 空 間列の 形成と 時間列の 形成とを比較してみ る と, 次 の 点が基本的な点とし て
浮か び上が っ てくる o 先ず, 多様を区別し結合する と い う我々 の悟性の論理 的機能は全く
同 一 で ある . そ こ に 何の相違も認め られな い o しかしそれだけではまだ列の
一 般的概念す
ら生じな い o そ の ため に は , 多様が予めすで に何らか の構造を含むもの としで, 悟性
の論
理的槻能に対して与えられ て い なければ ならな い o しかる に, まさ に こ の 多様の 根源的所
与性に於て, 空間列と時間列とは根本的に相違する o 即 ち, 空間と時間とは, 本質的
に相
異なるもの と して, そ れぞれ全く別な仕方で, 我 々 に 多様を与えて い る の であり, こ の こ
とが , 空間列と時間列 く継粉 の 形成に認められる相違の 究極の 根拠をなして
い る の で あ
る o
以上によ っ て , 継起の 根抵に於て , 時間が空間その 他と は全く異る仕方で , 我
々 に根源
的に多様を与えて い る こ と , こ の 多様の与えられ方に基づ い て, 我 々 の悟性によ っ
て, 継
起が 一 つ の 特殊な列として形成さ れる こ と が示されたo こ の こ と か ら我々 は直ちに, 継起
の 概念のうちに, 本質的に時間性が含まれて い る こ とを, 結論として引き出しても
い い よ
うに見える o しか し果してそうであろうか o
こ れを見るため に は, r継 軌 tAufein anderfolgelの 概念を, 更に 立 ち入 っ て 分析し
て み
■ ■
る 必要があるo 確かに, 上 に 見たように , 継起 の概念の根杷 には時間の 根 削勺所与性があ
+ T 4
る . しか し問題は こ の こ と にある の ではなく, 継起の概念のうち に , 時間性がどの ような
仕方で捉えられ て い る か に ある . それはまだ上の 分析によ っ て は示されて
い な い o そ こ で,
継起の概念に含まれる時間性如何と いう観点から, 上の 分析の 要点をまとめて み ると, 吹
の ようになる で あろう o
■
■ ■ ■
継起 は 一 般 に rA それから BJtA u nd da n n別 と い う仕方で捉えられたo そ し
て, こ
れ が時間規定である こ とを示すため に, 我 々 はそれを次の ような形 に翻訳した8 即 ち,
rA
があるとき , B はまだなく , B があるとき, A は最早な い JくW en nA ist,dan n
istB n och
nichti W en nB ist, dam nist A nicht m ehr .1
■ ■ ■ ■




. . . .の とき, そ の とき. . . . . .JくWenn .
. . . . .
,
da n n. . . . . .1と いう仕方で , A や B の 現実存在に関して語られ て い るo し かし, 上 に見た よ





次 に, 時間性は rそ の と きま だ な い Jくda nn
. . . I . .n O Ch.nichtl, rそ の とき最早な い Jくdan n
. . . . . -nichi m ehrJと い う仕方で語られて い る o 即 ち, こ の 表現に よ っ て, A と B の 現実存
在は 一 定の 時間関係に置かれ て い る . そ し て こ の 時間関係 こそ継起に外ならな
い o 従 っ て
問題 は, こ の 時間関係 が如何 なる意味で 時間関係であるか に あるo
当面 の 問題 連関に と っ て決 別勺な点 で ある が, こ の 時間関係は, A と
B の 現実存在が
我々 の 悟性 に よ っ て 区別さ れ て い る こ とを, 根本的制約と して
い る o r ま だ な い Jくno ch
9
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nichtL r最早な い Jくnicht m e叫 と言うときの rな い Jくnicht炊 こ の 区別を明確に表現
して い る o そして, こ の ように区別され た 二 つ の 現実存在が, rまだJくn o chl, r最早Jくm ehrJ
と い う仕方で, や は り我 々 の悟性 によ っ て結び つ けられて い るo く付言すれば, こ の結び つ
きが直接的であるこ とを我々 は こ こ で前提して い るo に のように, 継起 の概念は, rな い J
■ ■
くnic叫 と いう仕方で なされ る 二 つ の 現実存在の 区別, 及 び rまだJくn o chJ, r最 乳 くm ehrJ
■ ■
と い う仕方でなされる その 結合を, そ の本質的契機と して含ん で い るo
しかる に, こ の 区別と結合とは我々 の悟性の純粋に論理的な機能に属して い た. 従 っ て
問題は, こ の論理的機能にも拘らず, 上 の こ契機のうちに, こ の 論理的機能を越えたもの
が含まれ て い るか どうかにあるo と い う の は, こ の こ とが なければ, 継起 の概念は抑も列
ですらなくな っ てしまうであろうからo と こ ろで, こ の 点 に 関しては, 我 々 は継起が確か
に 一 つ の 列である こ とを認め ぎるをえない o と い う の は , 継起に於て , 二 つ の 現実存在は
単に区別され結合されて い ると いうだ けではなく, こ の結合の 仕方は, rまだJくn o chL r最
乳 くm e叫 と いう ふうに逆であり, 従 っ て我 々 は こ こ に, 言葉 の最も広 い 意味で r前 乳
関係を認めるからである o
しか し, 列の概念は, 確か にそこ には純粋に論理的な機能を越えたもの へ の 連関が本質
的に含まれて い る としても, あくまで論理 の領域にと どま っ ており, そ こ にはまだ如何な
る時間怯も含まれて い な い o 従 っ て問題は, 継起 の概念に含まれて い る rまだな い Jくn och
nichtL r最早な い Jくnicht m ehrJと い う結合関係が, 真 に列 一 般 の概念を越えて, 本質的
■ ■
に時間関係として捉えられ る べ きか どうかにあるo こ の 間に対して肯定をも っ て答える以
外には, 一 見ほ か に選択の 余地はな い ように見える9 と い う の は, rまだJくn o chL r最 乳
くm e叫 と い うの は, 明らか に時間規定であり, 時間規定として以外にはありえな い ように
見えるか らである . しかし果してそうであろうか o
こ れを見るために, 時間列 く継 掛 と他の 外 そ の 中でも特に空間列との 相違を, こ こ
で再び際立たせ てみよう o 空間列の場合にも, そ の 各項を我々 が知覚する場合, そ れ らは
次々 と いう仕方で, 継起 の 関係に於て知覚きれ並 べ られる . しかしこ れはあくまで我々 の
知覚の仕方を示すもの でしかなく, 決して各項の空間列に於る存在の仕方まで規定するも
■ ■
の で はな い o 各項は単に次 々 と時間的に知覚され る の みであ っ て, 次々 と時間的に存在す
るの ではな い の である. こ の 息 我々 は空間に関しては, 我 々 の知覚乃至把握の仕方と列
の存在の仕方とを明確に区別しなければならな い o 空間列は そ の継次的知覚に先立 っ て,
■ ■ ■
予め全体として く従 っ て, 時間 の観点からは同時にl 存立して い る の である . 従 っ て, 項
の知覚と列の 存在とを結び つ ける場合 には, 我 々 はただ次の ように言 いうる の み で ある o
■ ■
■ t t ■
私 が或る項を知覚する ときくWe n nich. . . . . .I, そ の ときくda n nIそ の項は存在して い る, し
■ ■ ■
か し, こ れ は他 の項 の 非存在を意味するもの ではなく, その とき同時にくzugleichI 列全体が
- た と い 知覚されて は い な い としても - 存在して い る, とo
ま さに こ の 点に, 時間列く継起lと空間列との 基本的相違が認め られる o 継起 に於ては ,
10
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他 の 項は存在して い な い o 特 に先行の 項に つ い て言えば , そ れは消滅く
v ergehenl してし
■ ■ ■
ま っ て い る . こ の 点, 継起は単に列の
一 つ の 形態であると いうよりは , むしろそ の特別な
形態であると言う べ きであろう o と い うの は, 上 で は専ら空間列に
つ い て述 べ たが , こ れ
に 限らず, 根拠と帰結の列 に つ い ても, 更に因果関係で すら , 厳密に言 っ て, そ れ
ら の概
念の 中には継起は含まれて い な い からであるoく例えば, 動かすこと と動きとは,
動きの 成
t23I
立 に於て, 同時に存在して い る .1
継起の も つ こ の 特殊性が , まさ しく
rた だな いJくn o ch nichtl, 頂 早な い Jくnichtm ehrl
と いう表現 に結晶して い るように見える o 即 ち, 継起 と
いう関係にある各項は , 単にそれ
ぞれ列に於て別の位置を占め ると い うにと どまらず,
一 方の現実存在の定立が他方の 現実
■ + ■ ■ t
存在 の 否定を含む と い う仕方で , 列を形成して
い る o こ の ような現実存在の否定的関係を
継起の概念は本質的に含み, それによ っ て時間性を端的に表現
して い るように見えるo
存在 の こ の 否定的関係を, 我 々 は 憶 軌 くWe cbs elト
ー イ旦し こ こ では直接的転換が考え
られて い る - と呼 ぶ こ とができるであろうo と い う の は, 例えば
A からB - の 直接的継
■ ■ ■ t ■ ■
■
起 を考える場合, こ の 継起に於て A の 存在は否定され , そ れ にか わ
っ て B の存在が定立さ
れて い るo こ こ に我々 は存在の 直接的転換を認め る の である o 従
っ て問題は, 喝 軌 によ っ
て真に時間性が把握され て い るか どうか にあるQ
そ こ で先ず, 継起 の概念に つ い て述 べ て - た ことだが, 再び こ
こ で次 の点に注意を喚
起して おきた い o 即 ち, 継起にしろ, 憶 軌 にしろ, そこ で継起乃至転換す
る現実存在に
■ ■
関して, 我 々 は予め その 時間性を前提して はならな い o 我
々 は継起乃至転換の 厳密な概念
を求めて い る の であ っ て, そ こ で は確かに こ の 関係にある何ら
か の現実存在は前提され て
い るが, こ の現実存在の 時間性まではそ こでは前提され て
い な い からであるo




それ が決して時間的な概念で はな い こ とは, 例えばそれを数列の場合と比較し
てみれば
明らかであろう o 例えば, 数列 のう ち, そ の 最も基本的な自然数の 列に
つ い て考えてみる
t I
と , そ こ で は2 が与えられる く定立 され るl とき, 1 は否定され
て い る o 同様に或る自然
数が与えられるとき, それ に先立 つ
一 切 の 自然数は否定され て い るo こ こ には数 の定立と
■
+
否定とが同時に行われて い る o も っ とも,
r2 が与えられる ときJと いう表現に表われて い
るよう に, 一 見すで に時間が前提されて い るよう に見えるかもしれ
な い o しかし, こ Clrと
きJ を我 々 は時間として 理解してはならな い o な ぜならば ,
2 が与えられるとは, 時間の
中で我 々 が 2を意識するこ と, 例えばもの を次 々 と数え上げて
いく過程で , 2を意識する
暮 ■
こ とを意味して い る の ではなく , そ こ では2 の概念の成立 が問題とされ
て い るからである o
そしてまきに こ の概念の 成立 の 場 に於て, 上述 の定立と否定
が行われる o 即 ち, 確 か に 2
の概念は 1 の概念を前提して い る o し か し, 2 の概念の 定立 に於て,
1 グ 渦 念は否定され
て い る o
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しかし, こ れ に対して は, 次 の ような反論が起るかもしれ か -. 継起 に於 て は , 例 えば
■ ■ ■ ■ ■
A か ら B へ の 現実存在の 転換が起 るo こ の と き , A はその 現実存在を否定され, 従 っ て そ
■ ■
れ は黄早存在しな い o しか るに数列の場合には, 2 が定立さ れるとき, 1 は保持され , 同
様に, ある自然数が定立され るとき, そ れに先立 つ あらゆる自然数は保持され て い る o 保
持されると いう仕方で, それ らは同時に存在してお り, こ れら の数 の 間に数列が形成され
るo 従 っ て, 継起と数列と は, 列の 構成に関して, 基本的に そ の性格を異にする, と .
こ の反論に対して我々 は, 継起 の 概念と数列の概念とを, そ れ ぞれ 更に分析するこ とに
よ っ て答える ことがで きるで あろう o
先ず, 継起 の 方であるが, 上 の 反論 で は, 数列に於て は先行の 項が保持されて い る の に
対して, 継起に於ては こ の保持 がなされな い , と言われ た. しか し本当にそうであろうか.
確 か に, A か らB へ の継起 に於て, B が定立される とき, A の現実存在は否定され, 我 々
はそれをこ の世界の ど こ にも最早見出すこ とが できな い . しかし, そ れ にも拘らず, それ
■ I
は まさにかか るもの と して 卿 ち否定されたもの としてl 我々 に表象されてお り, 表象と
■ t
して我 々 に保持されて い る . 即ち, A は確かに実在の世界に於て はそ の現実存在を否定さ
れて い る が, 我 々 の 表象の世界に於ては保持されて い る の である. しかも く当面の 問題連
関にと っ て決定的な点だがう こ の保持がなければ, 継起 の概念が抑も不可能であ っ たであ
ろう o と いう の は, A から B へ の 継起の概念が生ずるため には, B が定立 されるだ けでは
不充分であ っ て, 更に A が否定きれ て い る こ とが必要であ り, しかもこ の否定はあくまで
■ ■
A の 否定であり, 従 っ て A はまさに こ の ように否定されると こ ろ の もの と して , こ の 否定
にも拘らず保持され, 表象されて い なければならな い から である.
こ のように , 継起 の概念が生ずるため には, 先行 の項は表象として保持され て い なけれ
ば なら か -の であるが, 同じこ とは こ の 項に後続の 項に つ い ても言える o と い う の は, こ
の項も, 実在の 世界に於て継起のう ちにある以上は, や がて更に後続の項によ っ て 否定さ
t
れ, それにも拘らず保持されるか らであるo の みならず, こ の場合, 保持されるもの が表
象である点を更に遡 っ て考えて み ると, それ は保持に先立 っ て直接与えられ定立され ると
t ■ ■ ■ ■
き, 巳 にや はり表象として与えられ定立されて い る . 伽 覚とはまさに こう い うもの であ
る .I
+ ■ ■ ■ ■
従 っ て, 我々 は継起を 一 般 に 表象の 間に認め ると言わなけれ ばならな い . こ のように ,
■ I
継起 の 関係の うち に据えられ るもの が表象であるため に , そ れ は我 々 によ っ て保持される
こ とができる の であり, こ の 保持に基づ い て, 我 々 の うちに継起の概念が生ずるの である o
しかるに , 数もまた 一 つ の 表象で ある o そして, ま さに表象であるために, 数も原理的に
我々 に よ っ て保持可能なもの として産出される o こ こま で は継起の 場合と全く変わり はな
い o 相違はただ表象の 内容に関しての み 生ずるo 即 ち, 継起 の 場合, 表象とは何よりも先
ず知覚の表象であ rJ, 従 っ て , こ の 知覚表象を通して , 継起 の概念は実在の世界に 直接か






それは決して実在の世界を, そ の 直接性に於て表象するもの で はな い o それ はむ しろ, 我 々
の悟性が独 自に開く観念 の 世界に属して い るo
こ の ように, 継起の うちに ある表象と数の 表象とは, そ の表象内容に 関して, 基本的に
異な っ て い る o しか し, それが い ずれも表象で あると い う点に於ては, そ して表象である
た めに我々 によ っ て保持され て い ると いう点に於て , 更 に こ の保持に基づ い て , 表象の 間
に列が形成されると いう点に於ては, 如何なる相違もそこ には認め られな い o それにも拘
らず継起と数列との 間には, 根本的に言 っ て,
一 体列として何か本質的な違 い がある であ
ろうか o
こ れ に対しては, 人 は多分次の ように考 えるであろうo 継起 の場合にも, 項の保持と い
ぅ ことは認め ようo し か し, そ れでもなお こ の 場合, 項と項はやはり継起の関係にあるの
であ っ て, 決して同時の 関係にあるの で はない o しか るに , それ に対して, 数列の 場合 に
は, 列 の全体が同時に存在して い る o そ れ乱 こ の 二 つ の列 の間に は, 列として の基本的
相違が認められる, とo
しかし, こ れ に対しては , 我 々 は次 の ように反間しなければならな
い
o 数列の 場合, 列
全体が同時に存在して い ると いう ことは , 数列にと っ て
一 体 どれだけ意味があると言うの
■ ■ ■
か o そ れ は数列の概念にと っ て は全く非本質的
. 付随的なことで しか な い o なぜならば,
上に述 べ たように, 数列が属して い る世界は純粋な観念の 世界であ っ て, それは決して実
在の世界に直接かか わ っ て い る わけで はな い o しかるに, 時間が意味をも つ の は, こ
の実
在の世界に対してであ っ て, 従 っ て数列の 存在のう ちには時間性は決して含まれては
い な
い
o 確か に我々 は知覚表象が互 い に 継起する こと, それ に対して, 数は相互に こ の ような
関係のうち にはな い こ と, 従 っ て継起の 反対としての 同時と いう関係 にあると考えるo し
かし こ の 同時と い う関係は, た だ継起と相関的に, つ まり知覚表象の 観点から見たとき,
数列の うちに認め られると い うにすぎず, こ の 観点そ の も のが数列の存在にと っ て元来非
本質的なもの である以上, 我 々 は厳密には, 数列の 存在に関して, 決して同時性を語る
こ
とはで きな い の で ある o
と こ ろで , 純粋 な観念の領域 に於て , 数はまさに列を成して い るo そ し て, こ の 列を成
すと いう こ と に , 数の 存在の 一 切 があるo しか るに, 上 に明らか に したように , 列を成す
とは, 各項 倣1 が言葉 の最も広 い 意味で 摘 軌 くNa chein anderlの 関係に於て, 互
い に
否 劉勺に関係する ことに外ならな い o 確 か に , 例えば 2 に於て, 1 は その 要素乃至契機 と
■ ■ ■ ■
して含まれては い るで あろう o しかし , そ れ にも拘らず, 2の 概念は 1 の概念を否定した
と ころ に 始めて成立する. そ して こ の 否定的関係に
一 切 は集約きれて い るo と い うの はt
■ ■ t ■ ■ ■ ■ ■ ■
数は あくま で概念として 存在するの で あり, こ の概念の 間に は専ら上 の 否刺勺関係 例1
が認 め られ る か ら で ある o
以上まと め ると , 次 の よう に なるで あろう. 川 継起に於 ては, 各項の 間に , そ の 現実
存在に 関して, 上 の 否定的関係が認 め られる o ニ の 場合, 現実存在 の 否定と定立 と が そ の
13
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まま実在の世界に於て行われる ため , 我 々 はそ こ に r.継 軌 と い う言葉を使う . ほl 数列の
各項は確か に , こ の ような意味で の r継 軌 の 関係にはな い o しかしそれ は又 咽 時J の
関係にある の で は い o 数 は決して継起と いう関係に於ても, 同時と いう関係に於ても存
■ ■ ■
■ ■ 暮 ■ ■ ■
在せず , た だ数列に於て存在する o まさに こ の 意味で数 olr存在J 乃至 鳩 実存在,ma seinl
を理解するとき, 我 々 は数列に於て, 数 の 間に, そ の存在乃至現実存在に関して , 専ら上
t25I
の 否定的関係を認め るo はJそれ 配 列の各項の 間に, その現実存在に関して, 否定的関係
が認め られると い う, 列 の 概念にと っ て本質的な点に関して は, 継起と数列との 間に全く
相違は認め られ な い q 即 ち , 継起を列として捉えるとき, こ の列 の概念と, 数列が含む列
の概念とは, 全く同 一 であるo
こ の ようにして, 継起 の概念は, そ れが列であると いう点に関して, 列 一 般 の 概念 へ と




も っ とも, こう言 っ て も, 我 々 の 継起の経験が時間性を含まな い と い う こ とを, 我 々 は
言おうとして い る の では な い o 継起と い う形で我 々 が時間を意識して い る こ とは, 我々 の
経験の 一 つ の 基本的事実で あるo しかし, それ にも拘らず, 我 々 の 分析が示 したように,
■ ■
継起 の概念は, 現実存在の 鳩 換J をそ の 内容とし, こ の 限りで はそれは ryuJ 一 般 の概
■ ■
念 へ と解消される の である o 即ち, 継起 の経験は確か に 時間性を含む が, 継起 の概念は,
■ ■
厳密に言 っ て, 如何 なる時間怯も含まな い の である o 従 っ て, 我々 は継起の概念を越えて
い か なければならな い o それを越えて, 継起 の経験 へ と, 更には時間の根源的所与性 へ と
立ち返らなければならな い . .好,
で は , 継起 の経験と継起の概念とは, ど こ が基本的 に違うの であろうか . 違 い は r現実
有礼 m as einlにある o 即ち, 継起 の概念に於ては, 現象の 現実存在は予め前提 とされた上
■ ■
で, その 間の r転軌 の 関係が継起として捉えられて い る o そ こ で は現実存在その もの は
決して直接与えられ ては い ない o そ れ に対して, 継起 の経験に於て は, こ の現実存在が,
上 の関係とともに直接与えられ るo ま さに こ の よう に, 関係 の 把握とともに, しか しそれ
に解消され な い もの として, 現実存在がある固有の仕方で我 々 に直接与えられるか ら こ そ,
我々 はそ こ に時間を意識するの である .
か くして我々 は, r継 軌 の概念を越えて, それが前提 として い ると こ ろの 現象の現実存
在の 所与性及びその 時間性 へ と, 我 々 の 考究の テ ー マ を移さ なけれ ばならな い o く未卦
註
fり , ,Ide a Te mpo ris n o n o ritu r, s ed sup po nitu r a se n sibu s. Qu a e e nim in se n s u sin c urT u nt, utru m
sim ul sins, a nPo st s ein n
.
ce m, non nisipe ridea mtem po ris r epra e se nta ripotesti . . . I . .
. L
のe m u ndi
se n sibilis atqu eintelligbilisfo r m a etprincipiis,ibid. S. 46.I
く2J , ,Die Zeitistkeine mpirische rBegriff,de rirge nd Yo n ein e rErfahr u ng abge z oge n w o rde n. Den n
14
知覚と統覚偶l 15
da sZugleichsein ode rAufein a nde4olge n wtirde s elbstnichtindie W ahrn ehm u ngko m m en, w e n ndie
Vorstellu ng de rZeit a prio riB u mGru nde ほge.
- ItA 301B461
t31 , ,Nu r u nterde r en Vorau ssetz u ngka n n m a n sichv o rstelle n,daB ein iges z u ein er u nd de r selbenZeit
くz ugleichloderin v ers chiede n e nZeite nくn a chein a nde rナsei.
り
くa. a . 0.I
t41 註く咽参 照.
t51 例え ば次の 箇所を参照 .
, ,D ieZeitistein enotwendige Vo rstellu ng,die al 1e nAn s cha llu nge nJZu mGn Lndeliegt.
L 一くA31IB461
, ,Ein schrAnku ngen ein e r einigen g u mGn L ndeliegenden Zeit
L -くA 321B 48I
t6l , ,Idea Te mpo ris e stsingula ris, n o ngeneralis. Te mpu s e nim qu odlibetn o n c ogitatu r,nisita nqu a m
pa rs u niu s eiu sde mte mporisim m e n si.
u
くDe m u ndise n sibilis atqu eintelligbilisform a etprincipiis.
ibid.1




は1 , ,Die Un e ndlichkeitder Zeitbede utet nichts w elte r, alsdaL3alle bestim mte Gr細 e de rZeit n u r
du rch Ein s chranku nge n ein e r einige n B u mGru ndeliegende nZeit m 8glich sei.
. -
tA 321B 47一郎
く9さ , , A . . I . ., Wie die Zeitdie sin nliche Bedingu ng a prio riv o nde rM8glicheit ein e sko ntin uie rlichen





oo こ の 点 に つ い て は, 次 の 箇所を参照 o
. ,pa rsitaqu ete mpo ris qu a elibet est te mpu s, et, qu a e su ntin te mpo r e, sim plicia,n e mpe m o m e nta ,
n o n su nt pa rte silius, s edte rmini, qu o sinte ria c et tem pu s.
一一くDe m u ndise n siblis atqu eintelligbilis
fo r m a etprin cipiis. ibid.
, ,Da de rRa um kein Zu sam m e nge setzte s a u sSubsta n z e nくicht ein mala u s re ale nA kziden ze nlist,
s o m uB, w e n nich alle Zu s a m m en setz u ngin ihm a ufhebe, nichts, a u ch nicht ein m a
lder Pu nkt
tibrigbleibe n芸de n ndie se rist n u r als die Gre n z e ein sRa u m e s,くmithin ein e sZusa m m enge setztenl
m 8glich. Ra u m u nd Zeitbe stehe n als o nicht a u s einfa che nTeilen 一
一-tA 4381B 4661
, ,Ra u m u nd Zeit sind qu a nta co ntin u a, w eil kein Teil der selbe ngegeben w e rdenk an n, o
hn eihn
z wischen Gre n ze nくPu nkte n u nd Augenblicke nlein z u schlieBe n, mithin n u r so,da8 die se rTeilselbst
wiede ru m ein Ra u m, oder ein eZeitist. DerRa u mbestehtalso n u r a u sR凱I m e n,dieZeita u sZe
ite n.






B 211く強調は カ ン ト自身によ るol
く川 空間に関 して は, 本論文臼 註く11及 び次の 箇所 を参照 D
, ,Den Ra u m s ollte m a n elge ntlich nicht Ko mpo situ m, s o nde rn Totu m n e
n n en, w eil die Teile
des selben n u rim Ga n z en u nd nichtda sGa n zedu rch die Teile m8glich ist.
L 一
くA 4381B 466J
くl劫 , ,Sie 亡gem eintこDieZeitjhatn u rEin eDim e n sion ニV e rSChiede n eZeiten sindnichtz ugleich, so nde rn
na chein a nde rくso wie v e r schiedene Rau m e nicht n a chein a nde r, so ndern z ugleich sin dJ.
I -
tA 311B47I




ha ndschriftlicherNa chlaB Nr. 4071, A kad. -Au sg. B d. 17.1
t14L ,A ls oist die Zahl nichts a nde r es, als die Einheit de r Synthesis des M a n nigfalt
ige n ein er
gleichartige n An s cha u u ng uberha upt, dadurch, daB ich die Zeit s elbstin de
r Appr ehe n sio nder
An scha u u ng erIZe uge.
り
くA 142-3IB 182I
く151 , ,Die Schem ata sind daher nichts als Zeitbe stim m ungen a prio ri n a ch Rege
ln , u nd dies egehe n
n a ch derOrdn u ng de rKategorien, auf die Zeityeihe, de nZeitinhalt, die Zeitordn u ng, endlich de n
zeitinbegriff in An sehu ng alle r m8gliche nGege n st ande.
i -
くA1451B184-5I
く16J , ,Te mpus itaqu e est prin cipiu m for m ale M undise n sibilis abs olu
te prim u m. Om nia e nim
qu o m odo c u nqu e s e n sibilia n o npo s su ntc ogita ri, nisiv elsim ul, v elpo st sein vic e mpo sita, ade
oque
u nici temPo ris tra ctu qua si in u oluhl, a C Se m et deter min ato po situ r e sp
icie ntia 7 ita, ut pe rhu n c
con c eptu m. o m nis se n sitivi prl m ariu m, n e c es sa rio o riatu r Totu m fo r m ale, qu od n o n e st pa rs
15
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alte riu s
,
h. e. M undu spha e n o me n o n一
一一
me m u ndise n sib uis atqu eintelligblisfo r m a et principiis.
ibid. S. 56.I
抑 E, Hu ss erl
, Zu rPhh o menologie de sin ne re nZeitbe w uBts ein s. Hu s se rlia na B d.10
,
S. 5. , ,Sodan n
n ehm enwir allerdings a u ch eine s eie nde Zeit a n, da sist aber nichtdie Zeitder Erfahru ngs welt,
sonde rndieim m a n e nte ZeitdesBe wuBtsein sv e rla ufe s. DaB da sBewuBts ein eine sTo n v o rga ngs,
ein e rMelodic,dieich ebe nhare, ein Na chein a nde r a ufw eist- dafHr habe n ulir ein eEuide n z, diejede n
Zw elfel u ndjede Le ugn u ng sinnlos ef S Cheinen ldBt. 一L
tlゆ こ れ は rそ こJくdaJ及 び rこ こJくhier1が 空 間全体 に於て意味をも つ こ と に対応 し て い る. 空 間に つ い
て は前 節を参照 o
c19ナ こ の 点に つ い ては . 記号論理 学に於 て, そ の 固 有の - マ が, 概念の 把握や 判断にで は なく, 推 敷 こ求
め られ る 息 及 びデ か レトに於 て, 知 性くinte11ectu slの 基 本的働きと し て, 直 観くintuitusI - これ は カ
ン トで は否定され る - と 並 ん で, 涜輝くdedu ctio け 挙げ られ て い る点 の es c a rte s, Regula e ad dir ec-
tio n e minge nii, edito nA da m et Ta n n e ry, t. X, p. 368.1 を参乳 なお次 の 箇所は, 我々 の 以下 の 考究
にと っ て, 一 つ の 示唆を与 えて い るo はicigitu r m e ntisintuitu m adedu ctio n e c e rta distinguim u s
e x e o, qu od in ha c m otu ssive su ccessio qu aeda m c o n cipiatu r,inillo n o nite町 盈 pra eter e a, quia ad
ha n c n o n n ec essa ria est pr a e se ns evi de ntia. qu alis ad intuitu m, sed potiu s a m e m o ria s u a m
c e rtitudin e mqu odam m odo m utu atu r.さ くibid. p. 370.I






但D , , . . . . . . こda dies e亡gem eintldie Vo r stellu nge nde sRau m e s u nd de rZeitj n u rdu r ch die Synthesis
desM a n nigfaltigen, w elchesdie Sin nlich keitinihr er u rsprungliche nRe z eptivitatda rbietel, er ze ugt
w e rde nk8n n e n.
i.くA 9-1001
日カ , ,Jede Anscha u u ng e nthAlt ein Ma n nigfaltigesin sich, w elches do ch nicht als ein s olches
vo rge stellt werde n wurde, w en nda sGe mu tnichtdie Zeit, in de rFolge derEindr加 ke a ufein a nder
u nteys chiedeニ. . - . . .
L 一
くA99J
的 確か に動きが続く場合, 動き の 原 因 は費早働 い て お らず, 従 っ て我々 は こ の 場合, 原因 と結果と の 間 に
時間の 相違く継起うを認 め る と 貰えるo しか しこ れ は, 原 因と 結果と の 同時性と い う主 矧 こ対する 反論と
者
-
は ならな い o と い うの はI r動か すJ とは 何よ りも 先ず動きを生ぜ しめ る こ と くその 上 で場合に よ っ て は
■ t ■ ■
t
こ の 動きを抵抗 に対L て保持する こ と 旭 意味し, こ こ では 原 臥 動かす こ とlと結果 働 か され る こ とJ
と は 同時に存在し て い るo こ の よう に 我々 ほ 結果くW irkungほ 第 一 義 的 に は, 原 因の 働 きくW irken,
w irku nglの 直 接的現 われ と して理 解すべ き で あ り, こ の 意味 では t 動 き が 単に 続 い て い る場合 には, そ
の 動 きの 遊休 は食草動か され て はお ら ず, 従 っ てそ れ は動かす こ と 順 即 の 直接の 結果くWirku ngけ
は な い o くもっ と も, 日 本評の 鳩 乳 と い う青菜ほ む し ろ逆 の 響きをも っ て い る.1 な お, こ の 点 に対す
る カ ン トの 言 及 に つ い て は, A 202-31B 247-9を参照 され た い o ただ しこ こ で カ ン トが 博 聞の 秩 序JCdie
ordnungde rZeitJと 宵 っ て い る こ と は, む Lろ 咽 - 秩序J くdie Ordn u ng de rKa u salitdtlと言う べ
■
■ ■
きで あろうo と い う の は , 時間の 秩 序 にあ るの は相継起 す る状 態 伽 sta ndlで あ っ て, 因果関係で は な い
か ら である .
伽 カ ン トは こ の 点 に対して疑問を感じ なか っ た ようで あ るo そ れは 例え ば次 の 箇所 に窺われ る.
, ,Na n, quidsignificetv o c ula po st7 nO nintemgo , n lSI Pra evioia m te mpo ris c o n c eptu. Su nt enim
po st sein vic e m, qu a e e xistu nt te mpo ribu sdiv e rsi , qu e madm odu m sim ul su nt, qu a eexistu nt
te mpor e e ode m.
一L 伽 m u ndise n sibils atqu eintelligbilisfo r m aet prin cipiis,ibid. S. 46.J
約 蛋existe reB, が もち うる 多勢性に つ い て は, 次の 著番 を参照 され た い .
山 田 晶 rト マ ス . ア ク ィ ナ ス の qeエ ッ セ Bp研 究 - 中世 哲学研究第二 - J 233-55頁 傭 文 札 昭
和 53年1
特に , QeSiste re3yくe xiste r eは e x と sister eよ り成 る1 が 本 劉 勺に場所的規定を含む こ と C248- 9 臥
そし て こ の 意味 で の ぞe xiste r e浄は概念 に つ い て も言わ れ う る こ と t313 頁l, こ の 二 点 は, r5uJ と の 関
連で 鳩 実存乱 fDa seinlを, 概 念 ま で 含め た.瑚 的 な形 で 考 える 必要性 を強く 示 唆し て い るo
16
